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【お好み焼】［志ば多］が神戸・長田で開業。
【お好み焼】［ハルナ］が神戸・長田で開業。【お好み焼】［美舟］が大阪・梅田で開業。
［道満食品工業］（現［オリバーソース］）が世界初の濃厚ソース「オリバーとんかつソース」を発売。
［太陽製麺］が大阪・難波新地で開業。1970（昭和45）年、戎本町に移転。
【やきそば】［叶屋製麺工場］（現［叶屋］）静岡・富士宮市（旧大宮町立宿）で開業。
［道満食品工業（現オリバーソース）］が世界初の濃厚ソース「オリバーとんかつソース」を発売。
［杉野製粉製麺所］（現［菊水］）が北海道上川郡下川町で開業。【お好み焼】［美丁（よしちょう）］が現在の神戸市兵庫区で開業（1995年閉店）。

【やきそば】1990（平成2）年まで今里新橋通商店街の2軒の焼そば店で極太麺に具は牛バラ肉と玉ネギ、塩コショウ、客の好みでウスターソースを後がけ
する焼そばが売られていた。「今里やきそば」のルーツ。

【やきそば】宮城県石巻市内で、常温で保存できる／焼いてもベタつかない麺をと試行錯誤し二度蒸しする麺が編み出された。
【お好み焼】［風月］が大阪・天満で開業。後に［鶴橋風月］［布施風月］［千林風月］に引き継がれる。
【お好み焼】広島・中央通りにお好み焼の屋台群が発生。お好み村のルーツ。
【お好み焼】［みっちゃん総本店］が広島・中央通りで屋台で開業。1965年、駅ビルに店舗を構える。
【やきそば】［島金商店］が宮城・石巻で創業（製麺業）。
【お好み焼】［のぐち］が広島・尾道で開業。
【お好み焼】［鉄板焼・お好み焼 松浪（まつなみ）］が東京・日本橋人形町で開業。
【やきそば】［マルモ食品工業］が静岡・富士宮市で開業。富士宮やきそばで使用する麺、ソースを製造。
【その他】珈琲店［ロマン］が京都・河原町で開業。1982（昭和57）年に高級洋菓子店［マールブランシュ北山本店］を開業。
［佐々木商店］（現［オタフクソース］）が日本初のお好み焼専用ソース「オタフクソース」を発売。【お好み焼】［本とん平］が大阪・曽根崎で開業。
【やきそば】［小国製麺］が山形・小国町で創業（現在は新潟県胎内市清水）。【やきそば】［純喫茶 マウンテン］が台東区・浅草で開業。
【やきそば】［タチバナ製麺所］が台東区・稲荷町で開業。焼そばに用いられる「二度蒸しの黒い麺」などを製造。

【やきそば】［野澤屋］（南千住／1950［昭和25］年開店／2010［平成22］年閉店）で「焼そばパン」が誕生したという説。お客の要望で、別々で売られて
いたコッペパンに焼そばをはさんで提供。

【やきそば】秋田県横手市の［元祖焼そば神谷本店］（現［元祖神谷焼そば屋］）が焼そばの提供を始める。［石谷製麺所］と共同開発したゆで麺を使用。
【お好み焼】［お好み鉄板 いとさん］が愛媛・松山市住吉で開業。【お好み焼】［大阪 ぼてぢゅう］が大阪・宗右衛門町で開業。
【たこやき】［うまい屋］が大阪・天五中崎商店街で創業。
【たこやき】［蛸の壷］が神戸市中央区三宮町で開業。元祖熱いだし。
【お好み焼】広島でうどんや中華麺を入れる現在の広島のお好み焼の基本が完成。
【やきそば】［やきそば ○金］が函館・松風町で開業。
【やきそば】［ますや食堂］（真庭市蒜山／閉店）がニンニク・玉ネギ・リンゴ等の様々な材料や調味料を調合して作った味噌だれに親鶏肉とキャベツを入れて
作った焼そばを提供。「ひるぜん焼そば」のルーツ。

【やきそば】愛知県瀬戸市の深川神社参道を中心に、独特の食感のある蒸し麺と醤油ベースの豚の煮汁を使った焼そばを出す店があった。
「瀬戸焼そば」の源流。

【お好み焼】［はやしのお好焼］が徳島・南内町で開業。【やきそば】［鈴］が愛媛県松山市で開業。
【やきそば】［辻製麺・辻麺食堂］が宇都宮市で開業。食堂併設の製麺所。［沖縄製粉］が沖縄・那覇市で開業。
【やきそば】［角屋］が北海道・美唄市で製麺会社として創業。1970（昭和45）年から「味付ゆで焼そば」を販売開始。袋のままかぶりつくのが定番。
【お好み焼】広島・中央通りの屋台群が西新天地広場と東新天地広場に移り、50軒近くの屋台が営業。
【お好み焼】［お好み焼き 甘太郎（あまたろう）］が名古屋・円頓寺商店街で開業、1965（昭和40）年お好み焼を始める。
［佐々木商店］（現［オタフクソース］）が日本初の家庭用お好み焼ソース「オタフクお好みソース」を発売。
［京都製麺卸協同組合］が設立。1967（昭和42）年［京都府製麺卸協同組合］に改称。
【やきそば】［喫茶ユキ］が名古屋・葵で開業。鉄板やきそばに影響を与えたと言われる「鉄板イタリアン」（スパゲッティを使う）の元祖。
【たこやき】［一富久（いちふく）］が大阪市西成区花園南で開業。
【お好み焼】［美空］（現［JAPANESE PIZZA 美空］）が鳥取・境港で開業。【やきそば】［長岡饅頭本舗］（現［フレンド］）が新潟・長岡市で開業。
［甲能製麺所］が大分・日田で創業。
【やきそば】太田市西本町の和菓子店［峯岸大和屋］が焼そばをメニューに加える。創業は明治中頃。どらやきも人気。
【お好み焼】大阪、神戸のガイドブックにお好み焼屋が登場し始める。
［佐々木商店］（現［オタフクソース］）が「焼そばソース」を発売。
【お好み焼】［スーパー大潮屋］（現［大潮屋］）が名古屋の市場の中でおでんやお好み焼を商う店として開業。
【お好み焼】［安良田お好み焼］が岡山・日生町で開業（推定）、1980（昭和55）年にはお好み焼にカキを入れていた（談）。
【やきそば】［みかづき］（新潟市）が「イタリアン」の提供を始める。
【お好み焼】［菊水］が大阪・天満で開業（2009年閉店）。
【お好み焼】［ほり お好み焼］が岡山・日生町で開業。
【たこやき】［山岡金属工業］が「世界初」のガス家庭用たこ焼き器を発売。大ヒットし累計400万台以上を販売。
【たこやき】［三笠屋］が大阪府伊丹市中央で開業。
［白玉食品工業所］が徳島市で開業。
【お好み焼】［くろさわ お好み焼店］が兵庫・北浜町で開業。【お好み焼】［深町フライ］が埼玉・行田市忍でフライを扱い始める。
［全国製麺協同組合連合会］が東京・千代田区神田にて設立。【やきそば】［休暇村 蒜山高原］が岡山・真庭市蒜山で開業。
【やきそば】［焼きそば屋］（屋号なし）が東京・渋谷で開業。2017（平成29）年にリニューアルし［鉄板やきそば・酒場しぶやき］となる。
家庭用ガスクッキングテーブル（テーブル埋込型ガスコンロ）が登場。
【たこやき】［大福屋 福原商店］が大阪府茨木市元町でたこ焼の販売を開始（創業は1930年）。
【たこやき】［お多福造酢］（現［オタフクソース］）が「たこ焼ソース」を発売。
【お好み焼】お好み焼が大阪の名物として旅行ガイドに定着。
【お好み焼】［ねぎ焼 やまもと］が大阪・十三で開業、1968年6月、賄いの「ねぎ焼」を販売。
【たこやき】兵庫県明石市桜町の食堂［きむらや］が明石焼専門店となる。市場から仕入れたタコもつりさげて販売した。
【お好み焼】［お好み焼・焼そば 風月］が北海道・札幌で開業。【お好み焼】広島で新天地「お好み村」が現在地で復活。
【お好み焼】［お好み焼 いか十（いかじゅう）］が徳島・東新町で開業。【やきそば】［大学軒（だいがくけん）］が大分・日田市田島で開業。
【やきそば】［泰勝軒（たいしょうけん）］が大分・日田市三本松で開業。
【お好み焼】［風月］が北海道札幌市中央区で開業。
【たこやき】［てんしん］が兵庫県明石市二見町で開業。
【やきそば・たこやき】［清水屋本店］が群馬県太田市八幡町で開業。たこ焼は名古屋からの流れの釣鐘型。鯛焼きも人気。
【お好み焼】［お好み焼・にくてん ミナミ］が兵庫・高砂市荒井町で開業。
【たこやき】この頃、冷凍たこ焼の生産はじまる。
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